
ここが聞きたい

羽根渕保博 議員

問

南
川
後
地
区
を
は
じ
め
と

す
る
幸
田
小
学
校
の
周
辺
地
域

は
、
集
落
の
幹
線
道
路
や
側
溝

な
ど
の
住
環
境
整
備
に
極
端
な

立
ち
後
れ
が
あ
り
、
計
画
的
な

改
善
策
が
必
要
で
あ
る
。

�
消
防
な
ど
緊
急
車
両
の
進

入
で
き
な
い
箇
所
も
多
数
あ

る
が
、
そ
の
現
状
認
識
と
改

善
策
は
。

�
大
草
と
岩
堀
・
鷲
田
の
行

政
区
境
の
問
題
解
決
、
属
地

主
義
徹
底
の
考
え
は
。

�
町
有
地
に
あ
る
大
草
郵
便

局
の
駐
車
場
は
混
雑
時
の
路

上
駐
車
な
ど
、
交
通
安
全
の

問
題
が
大
変
懸
念
さ
れ
る
。

幸
田
小
学
校
駐
車
場
の
開

放
そ
の
他
の
改
善
策
は
。

町
長

�
南
川
後
一
帯
の
問

題
は
大
変
懸
念
を
し
て
い
る
。

非
常
に
難
し
い
問
題
で
あ

る
が
区
長
を
は
じ
め
、
地
元

関
係
者
の
協
力
・
理
解
を
求

め
る
よ
う
努
力
し
た
い
。

総
務
部
次
長

�
区
長
会
で

協
議
を
し
た
経
過
も
あ
る
が

結
論
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

属
地
主
義
の
原
則
を
曖
昧

に
す
る
と
、
将
来
の
行
政
運

営
に
問
題
を
残
す
こ
と
に
な

る
の
で
、
関
係
住
民
の
方
々

に
は
、
粘
り
強
く
理
解
を
求

め
て
い
き
た
い
。

町
長

�
交
通
安
全
上
の
問

題
に
留
意
し
て
、
移
転
を
含

め
改
善
に
努
力
を
し
て
い
く
。

農
業
用
水
路
に

集
水
施
設
を

問

平
成
１８
年
の
消
防
統
計
に

よ
れ
ば
、
建
物
火
災
が
９
件
発

生
し
、
合
計
損
害
額
は
約
９
５

０
０
万
円
と
、
近
年
に
な
い
大

き
な
災
害
が
発
生
し
て
い
る
。

�
消
火
栓
・
防
火
用
水
の
設

置
の
現
状
は
。

�
た
め
池
や
水
量
の
多
い
河

川
・
排
水
路
は
、
防
火
用

水
・
消
火
栓
に
比
べ
て
、
大

変
優
れ
た
消
防
水
利
で
あ
る
。

そ
の
位
置
づ
け
は
マ
ニ
ュ

ア
ル
類
で
明
確
に
な
っ
て
い

る
か
。

�
農
業
用
水
の
パ
イ
プ
ラ
イ

ン
や
排
水
路
に
集
水
施
設
を

設
置
す
る
消
防
水
利
強
化
策

へ
の
対
応
は
。

自
然
水
利
の

管
理
に
十
分

配
慮
す
る

消
防
長

�
平
成
１８
年
度
は
、

防
火
水
槽
１
基
、
消
火
栓
４

基
を
設
置
し
、
そ
の
総
数
は
、

防
火
水
槽
１
９
６
基
、
消
火

栓
３
８
３
基
と
な
っ
て
お
り
、

町
内
各
地
域
の
バ
ラ
ン
ス
を

考
慮
し
、
計
画
・
設
置
を
進

め
て
い
く
。

�
消
防
水
利
規
定
に
は
、
定

め
て
い
な
い
が
消
防
水
利
台

帳
に
、
６０
カ
所
を
確
保
し
て

年
２
回
の
治
水
調
査
を
実
施

し
、
災
害
時
に
備
え
て
い
る
。

�
農
業
用
水
利
施
設
の
緊
急

時
の
活
用
は
、
渇
水
期
の
冬

場
対
応
や
集
水
ピ
ッ
ト
の
設

置
な
ど
に
問
題
も
あ
る
の
で

土
地
改
良
区
そ
の
他
の
関
係

部
署
と
協
議
を
し
た
い
。

既
往
新
興
住
宅
地
の
環
境
整
備
を

関
係
者
の
理
解
を
求
め
て
努
力
す
る

問質般一

整備がまたれる道路

8● 平成19年5月1日



問

地
方
分
権
の
進
展
に
よ
り
、

決
め
ら
れ
た
レ
ー
ル
の
上
で
の

行
政
運
営
か
ら
、
自
ら
の
意
志

で
お
こ
な
う
真
の
地
方
自
治
の

推
進
が
重
要
に
な
っ
て
き
た
。

以
下
を
問
う
。

�
自
治
体
の
最
高
法
規
で
あ

る
自
治
基
本
条
例
の
制
定
が

不
可
欠
で
、
そ
の
検
討
の
時

期
に
来
て
い
る
と
思
う
。

制
定
の
考
え
と
、
概
略
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

�
自
治
体
の
自
立
と
い
う
点

で
、
町
の
将
来
を
見
据
え
た

政
策
立
案
が
で
き
る
職
員
の

育
成
が
必
要
で
あ
る
。

先
進
的
自
治
体
や
、
優
秀

な
民
間
企
業
へ
の
一
定
期
間

の
出
向
も
含
め
、
そ
の
考
え

は
。

町
長

�
平
成
１２
年
４
月
に

地
方
分
権
一
括
法
が
施
行
さ

れ
、
市
町
村
に
独
自
性
・
自

律
性
を
持
つ
地
方
政
府
の
地

位
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

こ
の
基
本
的
な
ル
ー
ル
と

な
る
の
が
自
治
基
本
条
例
で

あ
る
が
、
近
隣
市
町
に
は
事

例
は
な
く
、
行
政
・
議
会
お

よ
び
関
係
住
民
の
皆
さ
ん
を

巻
き
込
ん
で
取
り
組
む
こ
と

で
も
あ
り
、
今
後
の
課
題
と

し
た
い
。

助
役

�
職
員
研
修
は
、
人

材
育
成
計
画
に
基
づ
き
実
施

し
て
い
る
が
、
政
策
課
題
研

修
な
ど
に
も
、
積
極
的
に
参

加
し
資
質
向
上
に
努
め
た
い
。

道
路
行
政

こ
れ
を

ど
う
す
る
の
か

問

�
須
美
福
岡
線
の
バ
イ

パ
ス
機
能
を
持
つ
都
市
計
画

道
路

野
場
福
岡
線
の
県
予

算
は
近
年
ゼ
ロ
で
あ
る
。

県
へ
の
陳
情
も
大
事
で
あ

る
が
、
岡
崎
市
と
の
連
携
が

更
に
重
要
と
思
う
。

今
後
ど
う
す
る
の
か
。

�
大
井
池
改
修
で
県
道
生
平

幸
田
線
が
長
期
間
通
行
止
め

と
な
る
が
、
迂
回
路
は
長
嶺

の
フ
タ
バ
産
業
前
の
道
路
を

予
定
。
こ
の
道
路
は
現
在
で

も
朝
夕
は
ラ
ッ
シ
ュ
状
況
に

あ
り
、
渋
滞
に
拍
車
が
か
か

る
。
こ
れ
を
ど
う
認
識
し
て

い
る
か
。

大
井
池
周
辺
林
道
、
ま
た

は
林
道
久
保
田
釜
谷
線
を
暫

定
整
備
す
る
考
え
は
な
い
か
。

重
要
路
線
の

整
備
に
引
き

続
き
努
力

町
長

�
野
場
福
岡
線
は
、

国
道
２３
号
の
開
通
に
よ
り
、

須
美
イ
ン
タ
ー
か
ら
岡
崎
へ

ア
ク
セ
ス
す
る
重
要
な
路
線

で
も
あ
る
。

町
内
の
用
地
買
収
は
、
約

８０
％
完
了
し
て
い
る
が
、
広

田
川
以
北
の
岡
崎
地
内
は
実

施
設
計
が
未
着
手
の
状
況
で

あ
り
、
引
き
続
き
岡
崎
市
は

じ
め
関
係
者
と
の
調
整
・
協

議
に
努
力
し
て
い
き
た
い
。

�
生
平
幸
田
線
は
、
す
で
に

県
が
調
査
測
量
に
着
手
す
る

段
階
に
あ
る
。

大
井
池
の
改
修
工
事
に
合

わ
せ
た
周
辺
道
路
な
ど
の
暫

定
整
備
は
、
非
常
に
困
難
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。

自治基本条例制定と職員教育を

条例制定は今後の課題とする

問質般一

成瀬克己 議員

朝夕ラッシュの道路
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問

本
町
で
は
、
母
子
健
康
手

帳
に
２
回
分
の
無
料
健
診
票
が

つ
い
て
お
り
、
そ
れ
以
外
の
健

診
は
、
保
険
適
用
が
な
い
た
め

全
額
自
己
負
担
と
な
る
。

厚
生
労
働
省
の
通
達
で
は
、

妊
産
婦
健
康
診
査
は
妊
娠
初
期

か
ら
分
娩
ま
で
１４
回
程
度
の
受

診
が
望
ま
し
い
回
数
と
示
さ
れ
、

「
無
料
健
診
５
回
を
基
準
」
と

し
て
い
る
。

若
い
夫
婦
の
子
育
て
支
援
と

し
て
、
妊
産
婦
無
料
健
診
の
回

数
拡
大
と
、
県
外
に
里
帰
り
を

す
る
女
性
の
た
め
に
、
県
外
受

診
も
償
還
払
い
で
の
助
成
を
提

案
す
る
。

福
祉
部
長

平
成
１７
年
度
の
無

料
健
診
受
診
率
は
、
１
回
目
９７

％
、
２
回
目
９２
％
で
、
費
用
の

全
額
約
５
１
０
万
円
が
町
負
担

と
な
っ
て
い
る
。

厚
労
省
の
通
達
も
あ
り
、
１９

年
度
１０
月
か
ら
、
無
料
健
診
を

７
回
に
拡
大
実
施
す
る
。

県
外
で
の
受
診
は
、
医
療
機

関
と
の
契
約
が
さ
れ
て
い
な
い

た
め
、
健
診
の
内
容
な
ど
の

チ
ェ
ッ
ク
も
含
め
、
補
助
金
で

返
す
の
か
、
今
後
検
討
し
て
い

く
。

町
立
図
書
館
で

破
損
本
の

展
示
を

問

図
書
館
の
資
料
は
住
民
の

大
切
な
財
産
で
あ
る
。
一
部
の

マ
ナ
ー
の
悪
さ
か
ら
、
本
の
貸

し
出
し
時
、
傍
線
や
マ
ー
ク
が

書
き
込
ま
れ
た
り
、
ペ
ー
ジ
を

切
り
取
ら
れ
る
な
ど
、
破
損
本

が
あ
る
と
聞
く
。

利
用
者
の
マ
ナ
ー
向
上
を
呼

び
か
け
る
た
め
に
「
本
が
泣
い

て
い
ま
す
」
と
破
損
本
な
ど
の

展
示
を
提
案
し
、
以
下
を
問
う
。

�
貸
し
出
し
に
と
も
な
う
傷

み
で
破
棄
さ
れ
る
本
は
、
年

間
何
冊
か
。

�
故
意
と
見
ら
れ
る
破
損
本

の
状
態
と
冊
数
は
。

�
破
損
・
紛
失
を
申
し
出
た

対
処
方
法
は
。

�
利
用
者
マ
ナ
ー
向
上
の
た

め
に
啓
発
の
展
示
を
。

展
示
は

考
え
て
い
な
い

教
育
部
長

�
平
成
１８
年
度

実
績
で
、
一
般
書
２６
冊
、
児

童
書
６４
冊
、
ビ
デ
オ
な
ど
の

視
聴
覚
資
料
も
合
わ
せ
約
２

０
０
点
で
あ
る
。

�
雑
誌
類
の
中
に
あ
る
懸
賞

や
ク
ー
ポ
ン
な
ど
の
応
募
券

の
切
り
取
り
が
年
間
約
１５
冊

で
、
故
意
に
よ
る
破
損
は
１

件
で
あ
る
。

�
届
出
書
に
記
入
し
、
弁
償

は
現
物
か
現
金
弁
償
で
あ
り

届
け
は
月
平
均
約
７
件
、
弁

償
は
年
間
約
１７
件
で
あ
る
。

�
チ
ラ
シ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
積
極
的
に
マ
ナ
ー
向
上
を

呼
び
か
け
て
い
く
。

展
示
は
考
え
て
い
な
い
。

妊
産
婦
無
料
健
診
の
回
数
拡
大
を

１０
月
か
ら
無
料
健
診
を
７
回
に
拡
大

問質般一

パパもいっしょうけんめい

水野千代子 議員
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問

子
育
て
は
妊
娠
か
ら
始
ま

り
、
安
心
し
て
産
み
育
て
ら
れ

る
環
境
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

子
育
て
支
援
充
実
の
た
め
、

以
下
を
問
う
。

�
不
妊
治
療
費
補
助
（
現
行

３
万
円
）
の
引
き
上
げ
。

�
厚
生
労
働
省
は
「
妊
婦
健

診
の
公
費
負
担
は
１４
回
程
度

お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
が
望
ま

し
い
」
と
し
、
５
回
は
原
則

と
通
達
し
た
。
妊
婦
無
料
健

診
の
回
数
拡
大
を
。

�
相
談
窓
口
に
、
イ
ス
や
ベ

ビ
ー
カ
ー
な
ど
育
児
コ
ー

ナ
ー
の
設
置
を
。

�
子
育
て
情
報
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
充
実
を
。

福
祉
部
長

�
制
度
を
ス

タ
ー
ト
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

今
後
状
況
を
み
て
判
断
し
て

い
く
。

�
国
か
ら
の
通
達
も
あ
り
、

１０
月
か
ら
妊
婦
無
料
健
診
を

７
回
に
拡
大
す
る
。

�
ベ
ビ
ー
カ
ー
を
玄
関
に
配

置
し
て
、
庁
舎
内
ど
こ
に
移

動
し
て
も
、
母
親
の
目
が
届

く
よ
う
に
す
る
。

�
子
育
て
支
援
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
充
実
す
る
た
め
、

前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

自
立
支
援
盛

り
込
む
障
害

者
計
画
に

問

幸
田
町
障
害
者
計
画
は
、

平
成
１９
年
度
か
ら
２３
年
度
ま
で

の
５
カ
年
を
目
標
に
、
今
年
３

月
末
ま
で
策
定
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
る
。
素
案
は
、
特
定
疾

患
の
難
病
患
者
支
援
な
ど
が
不

十
分
。
計
画
に
盛
り
込
み
自
立

支
援
の
充
実
を
求
め
る
。

�
特
定
疾
患
受
給
者
証
の
交

付
件
数
は
。

�
特
定
疾
患
見
舞
金
支
給
事

業
の
実
施
を
。

�
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策
の
住

宅
改
修
費
の
引
き
上
げ
を
。

�
障
害
者
自
立
支
援
法
は
応

益
負
担
と
な
る
。
１
割
負
担

軽
減
と
食
費
負
担
補
助
を
。

�
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
拠

点
計
画
を
。

難
病
患
者
支

援
を
計
画
に

入
れ
る

福
祉
部
長

�
受
給
者
証
の

交
付
は
１
１
７
件
で
あ
る
。

�
難
病
患
者
支
援
を
計
画
に

入
れ
、
見
舞
金
は
取
り
組
ん

で
い
く
。

�
平
成
１８
年
度
の
申
請
は
３

件
で
あ
り
、
引
き
続
き
２０
万

円
で
対
応
す
る
。

�
平
成
１９
年
４
月
か
ら
自
立

支
援
法
が
多
少
緩
和
さ
れ
る
。

障
害
者
年
金
の
２
級
、
月
額

６
万
６
６
６
７
円
の
人
、
工

賃
収
入
２
万
４
０
０
０
円
未

満
の
人
は
利
用
料
は
な
し
。

工
賃
４
万
円
の
場
合
は
利
用

料
１
６
８
０
円
で
あ
り
、
負

担
軽
減
は
考
え
て
い
な
い
。

�
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
と

し
て
位
置
づ
け
、
今
後
の
研

究
課
題
と
し
て
い
く
。

安心して産み育てられる支援を

前向きに取り組んでいく

問質般一

丸山千代子 議員

手狭な福祉授産所
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問

名
豊
道
路
岡
崎
バ
イ
パ
ス

は
計
画
以
来
３０
数
年
、
や
っ
と

３
月
２６
日
開
通
と
な
る
。
沿
線

住
民
は
発
展
と
活
力
あ
る
地
域

と
な
る
こ
と
を
待
ち
望
ん
で
い

る
。

�
沿
線
地
域
西
南
部
の
整
備

や
開
発
の
計
画
は
。

�
地
域
発
展
と
活
性
化
に
バ

イ
パ
ス
利
用
の
利
便
性
や
、

自
然
の
豊
さ
な
ど
を
強
調
し

て
各
方
面
に
幅
広
い
Ｐ
Ｒ
を
。

�
名
豊
道
路
蒲
郡
バ
イ
パ
ス

の
進
行
状
況
は
。

�
上
六
栗
区
内
の
道
路
対
策

は
。

町
長

�
自
動
車
関
連
の
中

小
企
業
６
社
か
ら
開
発
、
進

出
の
申
し
出
が
あ
る
。

今
後
、
水
道
の
幹
線
を
引

き
、
西
南
地
域
７.５
�
に
工
業

用
地
の
開
発
を
し
て
い
く
。

�
東
西
を
結
ぶ
極
め
て
重
要

な
幹
線
道
路
で
あ
り
、
イ
ベ

ン
ト
な
ど
を
お
願
い
し
て
い

く
。

建
設
部
長

�
芦
谷
I.C
か
ら

蒲
郡
境
ま
で
９３
％
、
蒲
郡
境

か
ら
蒲
郡
西
I.C
ま
で
９２
％
、

蒲
郡
西
I.C
か
ら
蒲
郡
I.C
ま
で

２７
％
、
そ
れ
ぞ
れ
の
区
間
で

用
地
取
得
。

本
線
工
事
に
順
次
着
手
し

て
い
く
。

�
交
差
点
改
良
工
事
を
完
了

後
、
信
号
設
置
を
す
る
。

道
の
駅
が
地

域
の
活
性
化

の
核
に

問

名
豊
道
路
の
幸
田
桐
山
I.C
、

幸
田
須
美
I.C
間
、
下
り
線
に
道

の
駅
が
設
け
ら
れ
る
。

�
道
の
駅
「
地
域
振
興
施

設
」
の
成
功
に
は
、
施
設
の

公
設
で
よ
し
と
せ
ず
、
指
導

や
対
策
面
に
も
理
解
と
援
助

を
。

�
道
の
駅
の
成
功
は
、
地
域

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
。
行

政
と
受
け
入
れ
側
、
両
方
の

意
欲
の
高
揚
を
望
む
。

�
道
の
駅
地
域
振
興
施
設
に

女
性
パ
ワ
ー
の
引
き
出
し
を
。

持
続
可
能
な

施
設
と
し
て

い
く

町
長

�
５
月
か
６
月
に
、

国
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
臨
み
、

国
庫
補
助
の
見
通
し
を
つ
け
、

施
設
整
備
を
す
る
。

関
係
者
と
受
け
入
れ
側
の

選
考
を
進
め
、
平
成
１９
年
度

中
に
実
施
設
計
、
２０
年
に
建

設
を
し
て
い
く
。

�
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
し
地

域
の
特
産
な
ど
Ｐ
Ｒ
で
き
る

よ
う
に
協
議
を
重
ね
、
多
く

の
関
係
者
が
産
直
を
含
め
て

参
加
で
き
る
よ
う
に
調
整
、

努
力
を
す
る
。

�
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
な
ど

女
性
の
方
に
も
参
画
し
て
い

た
だ
き
、
持
続
可
能
な
施
設

と
し
て
い
く
。

名
豊
道
路
岡
崎
バ
イ
パ
ス
に
期
待

東
西
を
結
ぶ
重
要
な
幹
線
道
路
と
な
る

問質般一

２３号の開通を喜ぶ町民

長谷奥弘 議員
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問

子
育
て
支
援
、
少
子
化
対

策
の
重
要
な
柱
の
一
つ
。

保
育
料
減
免
・
拡
充
で
、
２

人
目
半
額
は
Ｄ
５
階
層
か
ら
、

保
育
料
の
安
い
上
の
子
を
半
額

に
し
、
し
か
も
、
兄
弟
の
一
人

が
幼
稚
園
、
一
人
が
町
立
保
育

園
入
所
の
場
合
、
２
人
目
で
も

半
額
と
し
な
い
「
兄
弟
入
所
」

条
件
を
設
け
て
い
る
。

少
子
化
対
策
に
反
す
る
も
の

で
、
２
人
目
半
額
は
全
階
層
で

２
人
目
を
対
象
児
と
し
「
兄
弟

入
所
」
条
件
の
撤
廃
を
。

３
人
目
以
降
は
無
料
と
し
、

卒
園
ま
で
無
料
に
す
る
こ
と
が

子
育
て
支
援
に
つ
な
が
る
。
実

施
す
べ
き
だ
。

福
祉
部
長

厚
労
省
の
通
達
の

と
お
り
に
生
ま
れ
順
で
第
１
子
、

第
２
子
と
い
う
考
え
方
に
変
え

て
い
く
。

１
人
目
が
他
の
保
育
園
、
幼

稚
園
に
通
っ
て
い
て
も
、
２
人

目
が
町
立
保
育
園
で
あ
れ
ば
、

そ
の
子
の
保
育
料
を
半
額
に
す

る
。３

人
目
以
降
は
、
民
間
保
育

園
、
幼
稚
園
も
含
め
同
時
入
所

の
場
合
は
、
保
育
料
を
無
料
に

し
軽
減
に
努
め
る
。

�
介
護
難
民
�

つ
く
ら
ぬ

支
援
を

問

昨
年
４
月
、
介
護
保
険
が

改
悪
さ
れ
「
軽
度
者
」
と
さ
れ

る
要
支
援
１
・
２
。
要
介
護
１

の
人
か
ら
「
介
護
度
が
低
い
」

と
し
て
、
介
護
保
険
で
利
用
し

て
い
た
介
護
ベ
ッ
ド
、
車
イ
ス
、

ヘ
ル
パ
ー
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が

対
象
外
と
さ
れ
、
用
具
な
ど
が

取
り
上
げ
ら
れ
た
が
、
そ
の
実

態
は
。

「
軽
度
者
」
と
さ
れ
て
も
介

護
用
具
を
必
要
と
す
る
人
は
、

レ
ン
タ
ル
や
購
入
し
て
い
る
。

助
成
制
度
つ
く
り
支
援
を
。

要
支
援
と
さ
れ
、
介
護
タ
ク

シ
ー
利
用
で
き
ず
、「
介
護
難

民
」
を
つ
く
り
だ
し
て
い
る
。

町
独
自
の
支
援
や
助
成
を
。

個
別
に
相
談

を
受
け
て
い

く
福
祉
部
長

要
介
護
１
か
ら
要

支
援
１
、
２
へ
の
移
動
は
、
合

計
で
２２
人
で
あ
る
。
６
カ
月
の

経
過
的
措
置
が
過
ぎ
た
昨
年
の

１０
月
か
ら
は
、
３７
件
が
利
用
で

き
な
く
な
っ
て
い
る
が
、
医
師

の
診
断
な
ど
に
よ
っ
て
適
用
が

緩
和
さ
れ
る
。

介
護
用
具
な
ど
自
費
で
の
レ

ン
タ
ル
料
は
、
介
護
保
険
制
度

と
ほ
ぼ
同
額
の
１
割
負
担
で
あ

る
た
め
、
購
入
を
含
め
助
成
は

考
え
て
い
な
い
。

介
護
タ
ク
シ
ー
は
、
タ
ク

シ
ー
料
金
が
保
険
対
象
で
は
な

く
、
乗
降
介
助
が
対
象
で
あ
る
。

１
人
で
乗
降
で
き
な
い
状
況
で

あ
れ
ば
、
認
定
の
見
直
し
を
考

え
、
個
別
に
相
談
を
受
け
て
い

く
。

2人目半額全階層で3人目無料に

保育料の軽減に努める

問質般一

伊藤宗次 議員

無料貸し出しの福祉車両
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事
故
多
発
交
差
点
に

信
号
機
設
置
を

総 務

・
２
月
２１
日
協
議
会
開
催

交
通
・
防
犯
・
防
災
等
、
固

定
資
産
評
価
審
査
決
定
処
分
取

消
訴
訟
、
平
成
１７
年
度
岡
崎
市

額
田
郡
模
範
造
林
組
合
一
般
会

計
決
算
お
よ
び
平
成
１８
年
消
防

統
計
に
つ
い
て
が
、
主
な
議
題

で
し
た
。

Q
長
年
、
地
元
要
望
し
て
い

る
交
通
事
故
多
発
の
交
差
点

へ
の
信
号
機
設
置
は
。

A
警
察
に
よ
り
総
合
的
な
設

置
箇
所
の
調
整
が
お
こ
な
わ

れ
て
い
る
。
現
地
を
再
確
認

し
、
緊
急
性
や
優
先
順
位
を

考
慮
し
て
、
強
く
要
請
す
る
。

Q
本
町
は
、
町
の
中
心
部
が

暗
い
、
歩
車
道
の
区
分
な
ど

安
全
対
策
に
縦
割
り
行
政
の

弊
害
が
あ
る
の
で
は
。

A
歩
車
道
の
分
離
は
、
非
常

に
難
し
い
が
、
街
路
灯
の
設

置
な
ど
、
縦
割
り
行
政
の
弊

害
の
な
い
よ
う
努
め
る
。

Q
国
民
保
護
計
画
の
策
定
と

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
を

リ
ン
ク
す
べ
き
で
は
な
い
。

A
国
民
保
護
協
議
会
と
防
災

会
議
を
メ
ン
バ
ー
的
な
こ
と

か
ら
、
同
日
開
催
す
る
も
の

で
、
内
容
を
リ
ン
ク
さ
せ
る

も
の
で
は
な
い
。

・
２
月
１５
日
協
議
会
開
催

Q
な
ぜ
農
業
共
済
組
合
を
合

併
し
広
域
化
す
る
の
か
。

A
農
業
共
済
事
業
の
安
定
化

を
図
る
た
め
、
岡
崎
額
田
、

衣
浦
東
部
、
西
尾
幡
豆
、
豊

田
三
好
の
各
地
区
４
組
合
を

合
併
す
る
。

さ
ら
に
財
務
基
盤
の
強
化

を
図
る
た
め
、
組
織
体
制
の

合
理
化
、
運
営
の
効
率
化
を

め
ざ
し
、
新
た
に
建
物
共
済

事
業
収
入
を
取
り
入
れ
る
。

Q
な
ぜ
民
営
化
す
る
の
か
。

A
三
位
一
体
改
革
で
国
か
ら

の
補
助
金
が
民
営
で
な
い
と

交
付
さ
れ
ず
、
農
業
共
済
を

取
り
巻
く
状
況
の
変
化
へ
の

対
応
の
た
め
。

Q
農
家
負
担
金
が
各
組
合
で

保
険
金
に
差
が
あ
り
、
差
額

が
で
る
が
差
額
分
は
誰
が
払

う
の
か
。

A
岡
崎
額
田
地
区
の
保
険
金

は
特
に
４
組
合
の
中
で
も
安

く
、
こ
の
差
額
は
当
分
の
間

そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
で
負
担
を

し
て
い
く
。

Q
農
業
共
済
組
合
の
事
務
所

は
ど
こ
に
置
く
の
か
。

A
事
務
所
は
、
安
城
市
内
で

詰
所
を
吉
良
町
と
豊
田
市
内

に
置
く
予
定
。

産業建設

栽培が盛んな幸田のハウスなす

西三河農業共済組合
を再編整備

アップダウンの多い県道美合幸田線
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火
災
警
報
器
の取

付
支
援

文教福祉

・
２
月
１４
日
協
議
会
開
催

Q
住
宅
用
火
災
警
報
器
取
付

支
援
事
業
と
は
。

A
７５
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み

世
帯
、
重
度
の
障
害
者
・
要

介
護
３
以
上
の
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
設
置
に
対
し
て
、

２
台
ま
で
７
０
０
０
円
を
限

度
に
費
用
の
２
分
の
１
の
助

成
を
お
こ
な
う
。
取
り
付
け

は
、
町
の
指
定
業
者
が
お
こ

な
う
。

Q
対
象
者
の
人
数
、
指
定
事

業
者
は
何
社
か
。

A
対
象
者
は
、
約
１
２
０
０

人
で
そ
の
内
１
割
の
方
の
申

請
を
見
込
ん
で
い
る
。
指
定

事
業
者
は
２
社
程
度
を
考
え

て
い
る
。

Q
特
に
高
齢
者
、
寝
た
き
り
、

障
害
者
が
被
害
に
遭
う
こ
と

が
多
い
の
で
、
周
知
徹
底
が

必
要
で
あ
る
。
周
知
方
法
は

ど
の
よ
う
に
す
る
か
。

A
広
報
や
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
、
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
、
民
生
委
員
、
障
害

者
団
体
な
ど
を
通
じ
て
、
周

知
徹
底
を
は
か
っ
て
い
く
。

平
成
１７
年
９
月
定
例
会

羽
根
渕
保
博
議
員

光
明
寺
川
を
癒
し
の
川

に
。

左
岸
の
農
道
を
拡
幅
し
、

植
樹
で
景
観
づ
く
り
。

葵
桜
の
植
樹
な
ど
、
町

民
会
館
周
辺
の
景
観
を

よ
く
す
る
た
め
、
農
道

の
拡
幅
が
計
画
さ
れ
、

地
権
者
の
協
力
に
よ
り
、

部
分
的
な
工
事
が
完
了

し
た
。ま
た
、親
水
ゾ
ー

ン
の
浄
化
対
策
と
し
て

せ
き

は
、
木
製
の
堰
が
設
置

さ
れ
た
。

議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員
研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研
修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

議
会
で
は
、
研
修
を
通
じ
て

議
員
と
し
て
の
識
見
を
さ
ら
に

高
め
、
資
質
の
向
上
と
相
互
の

交
流
を
深
め
る
た
め
、
い
く
つ

か
の
広
域
的
な
連
絡
協
議
会
を

組
織
し
、
研
修
会
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

１
月
２９
日
、
額
田
郡
町
村

会
・
町
村
議
会
議
長
会
合
同
研

修
会
が
本
庁
舎
４
階
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
、
コ
リ
ア
・
リ
ポ
ー

ピ
ョ
ン
ジ
ン
イ
ル

ト
編
集
長
・
辺
真
一
氏
の
「
最

近
の
朝
鮮
半
島
事
情
」
と
題
す

る
講
演
を
聞
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
研
修
は
、
今
後
の

議
員
活
動
に
有
益
な
も
の
と
な

り
ま
し
た
。

拡幅された光明寺川堤防道路

取り付けられた家庭用火災警報器

平成19年5月1日 ●15


